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ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
必
然
性
ω

　
　
　
l
R
M
1
成
立
の
社
会
背
景
1

は
じ
め
に

　
欧
州
主
要
国
の
失
業
者
数
が
一
国
に
つ
き
三
百
万
人
の
時
代
に

入
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
史
上
最
高
の
水
準
に

達
し
て
い
る
。
貧
困
は
顕
在
化
し
、
深
刻
と
な
う
て
い
く
中
で
、

失
業
補
償
制
度
は
成
熟
化
し
、
そ
の
社
会
的
負
担
も
許
容
範
囲
を

超
え
て
い
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
中
頃
、
E
E
C
経
済
・
社
会
委
員
会
が
与
え
た

貧
困
者
の
定
義
は
、
生
活
を
営
ん
で
い
る
当
該
加
盟
国
で
の
正
常

な
生
活
様
式
、
慣
習
、
活
動
か
ら
排
除
さ
れ
る
程
、
資
力
が
乏
し

い
個
人
及
び
家
庭
で
あ
る
。
一
方
、
E
E
C
閣
僚
理
事
会
は
、
一

九
七
五
年
七
月
ニ
ニ
日
の
会
合
に
お
い
て
、
よ
り
限
定
的
な
定
義

を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
貧
し
い
人
と
は
、
生
活
を
営

松
　
　
本

ん
で
い
る
当
該
加
盟
国
に
お
い
て
受
け
人
れ
ら
れ
る
最
低
限
の
生

活
様
式
か
ら
排
除
さ
れ
る
程
、
資
力
が
乏
し
い
個
人
及
び
家
庭
で

あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
定
義
は
、
微
妙
な
差
異
を

残
し
な
が
ら
も
、
共
通
す
る
二
つ
の
基
準
に
依
っ
て
い
る
。
即
ち
、

処
分
し
得
る
資
金
の
水
準
と
排
除
で
あ
る
。
貧
困
に
関
す
る
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
の
定
義
に
対
し
て
、
エ
リ
ア
ン
ヌ
・
モ
セ
は
、
三
つ
目
の
基
準

を
提
起
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
安
定
と
い
う
基
準
で
あ
る
。
こ

の
基
準
を
用
い
て
、
彼
女
は
、
貧
困
を
次
の
よ
う
に
定
義
付
け
て

い
る
。
即
ち
、
貧
困
と
は
、
処
分
し
得
る
資
金
の
不
足
、
社
会
的

地
位
の
不
安
定
、
物
質
面
及
び
文
化
面
に
お
い
て
支
配
的
な
生
活

様
式
か
ら
の
排
除
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
集
団
の
状
態

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
貧
困
状
態
に
窮
す
る
者
に
対
し
て
、
所
得
保
障
に
よ
る
扶
助
は
、

416



（197）　アンセルシオンの必然性11〕

現
物
給
付
に
よ
る
扶
助
に
比
べ
、
そ
の
選
択
の
自
由
を
尊
重
し
、

よ
り
匿
名
の
形
で
支
援
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
中
こ
多
分
に
漏
れ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
こ
の
方
法

は
そ
れ
ほ
ど
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
全
て
の
者
に
生
活
の
保

障
を
与
え
る
こ
と
は
、
特
に
今
日
に
限
定
さ
れ
た
課
題
で
は
な
い

が
、
．
こ
れ
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
・
ス
は
先
駆

者
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
当
初
よ
り
貧
困
問
題
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
教
団
で

（
2
）

あ
る
。
し
か
し
今
日
に
お
い
て
貧
窮
と
の
闘
い
は
、
人
権
の
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
明
確
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
闘
争
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
一
九
八
八
年
末
に
成
立
し
た
の

が
フ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
初
の
試
み
で
あ
る
普
遍
的
な
最
低
所
得
制

度
、
「
亮
き
昌
昌
巨
昌
＝
昌
創
．
ぎ
ω
①
；
昌
」
で
あ
る
。
本
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
お
い
て
は
、
ア
ル
セ
ル
シ
オ
ン
最
低
所
得
と
訳
し
、
ま
た
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ン
ス
語
の
諸
文
献
に
み
る
慣
用
に
倣
い
「
勾
ζ
－
」
と
略
記
す
る

こ
と
に
す
る
。
R
M
I
は
、
一
定
の
所
得
水
準
に
達
し
な
い
単
身

者
及
び
世
帯
に
そ
の
差
額
を
支
給
す
る
手
当
の
部
分
と
、
彼
ら
が

社
会
的
・
職
業
的
に
自
立
す
る
た
め
の
装
置
に
も
参
加
さ
せ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
う
側
面
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
こ
の
二
義
性
が
R
M
I
の
特
徴

で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
「
ヲ
ω
雪
巨
昌
（
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
）
」
と
は

何
か
。
そ
の
一
般
的
な
意
味
は
、
一
つ
の
も
の
を
他
の
も
の
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

体
す
る
よ
う
に
挿
入
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
一
つ
の
も
の
を
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
の
に
合
体
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
際
問
題
と
す
る
の
は
、

特
に
そ
の
社
会
的
な
文
脈
に
お
け
る
意
味
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ベ
ス
レ
に
よ
れ
ぱ
、
若
年
成
人
の
「
社
会
的
ア
ン

セ
ル
シ
オ
ン
（
－
富
①
；
昌
ω
O
O
邑
①
）
」
と
は
、
環
境
の
教
育
作

用
に
よ
り
、
あ
る
い
は
担
当
す
る
教
育
者
が
意
識
的
に
行
な
う
教

育
活
動
に
よ
っ
て
、
こ
の
若
年
成
人
が
市
民
と
し
て
、
家
族
と
し

て
、
職
業
人
と
し
て
の
諸
責
任
を
担
う
こ
と
を
意
味
し
、
更
に
、

水
準
の
如
何
を
問
わ
ず
一
定
の
学
歴
を
修
め
、
そ
れ
に
続
く
真
撃

な
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
若
年
者
は
、
原
則
と
し
て
、
上
記
の
諸

義
務
に
対
処
し
、
社
会
に
自
ら
を
組
込
ん
で
い
き
、
そ
こ
で
自
立

し
た
生
活
を
営
ん
で
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
R
M
I
の
二
義
性
の
一
方
の
極
を
担
う
こ

の
「
一
冨
①
；
昌
」
が
現
実
の
ど
の
よ
う
な
社
会
的
・
経
済
的
状

況
よ
り
必
然
的
な
も
の
に
な
り
、
ま
た
そ
の
枠
の
中
で
い
か
な
る

意
義
を
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
雲
彗
o
竃
o
窒
皿
ピ
窃
ま
ゴ
窃
〇
二
窃
寝
…
曇
一
ω
昌
二
一

　
5
o
o
ω
一
p
竃
．

（
2
）
　
拙
稿
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
最
低
所
得
R
M
l
」
（
以
下
修
士
論
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文
と
す
る
）
第
；
早
第
4
節
E
1

（
3
）
＞
昌
匿
宥
↓
悪
き
畠
戸
「
．
9
忌
ω
o
o
邑
o
雪
専
彗
8
一
戸
ζ
．

　
『
一
冨
o
o
g
o
．
蜆
．

（
4
）
刃
向
く
－
2
ζ
≦
…
ζ
ζ
ζ
U
．
…
ω
向
カ
ヨ
O
Z
一
↓
－
ω
．
＞
1
二
8
〇
一

　
〇
．
ω
1

（
5
）
　
「
巨
窒
；
昌
」
の
類
義
語
及
ぴ
訳
語
に
つ
い
て
は
修
士
論
文
第

　
；
皐
第
3
節
参
照
。

（
6
）
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
日
本
人
の
間
で
「
エ
ル
ミ
ー
」

　
あ
る
い
は
「
工
ー
ル
ミ
」
の
よ
う
に
発
音
又
は
表
記
が
行
な
わ
れ
て

　
い
る
が
、
仏
語
を
母
国
語
と
す
る
人
々
と
の
会
話
で
は
、
［
胃
o
昌
巳

　
と
発
音
し
て
お
り
、
「
エ
レ
ミ
」
と
表
記
す
る
の
が
よ
り
正
し
い
と

　
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
戸
カ
o
σ
鶉
戸
U
－
O
↓
－
O
Z
之
＞
－
宛
向
＞
ピ
勺
＝
＞
巾
向
↓
－
O
ζ
向
俸

　
＞
z
＞
「
o
g
0
d
向
U
〕
ピ
＞
－
＞
z
o
c
向
｝
丙
＞
z
c
＞
－
ω
貝
－
彗
o
．

（
8
）
　
－
o
器
箒
①
勾
o
｝
－
O
o
げ
o
く
①
一
U
－
O
↓
－
O
Z
之
＞
－
宛
向
ζ
同
↓
＝
O
U
－
－

　
O
ζ
向
U
d
｝
射
＞
之
C
＞
－
ω
＞
O
↓
⊂
－
－
一
－
向
カ
O
O
向
カ
↓
一
一
㊤
o
o
↓
．

（
9
）
　
…
凹
旦
①
－
9
自
①
　
｝
向
ω
－
＞
く
一
＜
O
O
＞
－
⊂
－
＞
－
宛
向
　
b
向
　
～
ω
く
－

　
O
＝
O
｝
向
］
〕
＞
Ω
O
O
－
貝
－
o
↓
㊤
1

　
　
　
一
　
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
阻
害
の
要
因
H

　
　
　
　
－
生
活
様
式
か
ら
の
排
除
－

統
合
を
意
識
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
枠
内
で
の
成
長
の
維
持

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
現
状
を
享
受
し
た
い
と
す
る
動
機
及

び
個
性
に
対
す
る
動
機
並
び
に
社
会
的
公
正
増
大
へ
の
圧
力
の
高

ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
経
済
及
び
社
会
的
進
展

に
従
い
、
生
活
水
準
が
上
昇
し
、
且
つ
生
活
様
式
が
変
貌
し
、
そ

の
結
果
、
不
平
等
及
び
そ
れ
に
対
す
る
不
満
と
の
関
連
に
お
い
て
、

新
た
な
貧
困
者
が
発
生
し
、
よ
っ
て
新
し
い
貧
困
を
把
握
す
る
た

め
の
新
た
な
基
準
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
消
費
経
済
資
料
セ
ン
タ
ー
（
O
力
向
O
O
O
）
は
、

一
九
七
三
年
、
国
内
の
生
活
及
び
生
活
様
式
に
つ
い
て
以
下
の
三

つ
の
仮
説
を
表
し
た
。

　
第
一
に
、
今
後
一
〇
年
間
は
、
消
費
社
会
を
告
発
し
ゼ
ロ
成
長

を
是
と
す
る
方
向
へ
は
行
－
か
ず
に
、
E
C
加
盟
諸
国
が
靱
帯
を
強

化
し
、
同
一
の
歩
調
を
と
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
と

い
う
枠
内
で
の
成
長
の
維
持
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
次
に
、
社
会

的
公
正
促
進
へ
の
圧
力
に
よ
り
、
不
平
等
問
題
が
重
視
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
社
会
的
不
公
正
の
是
正
に
つ
い
て
の
社
会
的
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
状
の
享
受
及
び
個
性
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ヨ
ン
に
よ
り
、
風
俗
の

自
由
化
が
増
進
し
、
幸
福
や
目
先
の
悦
楽
が
積
極
的
に
追
求
さ
れ
、

生
活
を
満
喫
し
た
い
と
す
る
個
人
の
欲
求
を
妨
げ
る
社
会
的
拘
束

が
拒
否
さ
れ
て
く
る
。

418



（199）　アンセルシオンの必然性11〕

　
こ
の
仮
説
を
踏
ま
え
、
リ
オ
ネ
ル
・
ス
ト
レ
リ
ニ
は
、
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

う
に
、
生
活
様
式
の
変
貌
を
予
測
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

都
市
・
行
楽
地
等
経
済
活
動
の
盛
ん
な
地
域
と
過
疎
地
帯
と
の
問

の
格
差
が
拡
大
す
る
。
増
大
す
る
屠
住
と
余
暇
の
占
め
る
割
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

伴
い
、
社
会
階
層
間
の
格
差
が
顕
著
化
し
て
い
く
。
農
業
人
口
及

び
零
細
商
業
経
営
者
が
激
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
労
働
及
び

第
三
次
産
業
へ
の
一
般
的
な
流
れ
が
強
ま
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、

賃
金
労
働
者
内
部
で
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や

管
理
職
へ
の
強
い
移
動
が
起
こ
る
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
食
生
活
は
、
生
活
様
式
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
従
っ
て
、
消
費
総
支
出
に
お
け
る
食
費
の
占
め
る
割
合
及
ぴ

そ
の
構
成
内
容
の
変
容
は
、
生
活
様
式
の
そ
れ
も
表
わ
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
一
，
－
Z
。
ω
』
．
甲
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
八
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
一

人
の
一
日
の
食
費
は
、
三
三
・
九
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

年
間
で
は
、
一
万
二
千
三
八
○
フ
ラ
ン
（
約
二
八
万
四
千
八
○
○

円
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
…
二
・
九
フ
ラ
ン
の
う
ち
、
外

食
に
六
・
五
フ
ラ
ン
（
約
一
五
〇
円
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
外
食

の
一
週
間
の
回
数
は
、
一
人
当
た
り
、
二
・
八
回
（
二
〇
年
前
の

一
九
六
九
年
は
、
一
・
九
回
）
で
あ
り
、
外
食
一
回
に
す
る
と
一

六
・
二
五
フ
ラ
ン
（
約
三
七
四
円
）
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
年
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
食
費
は
い
ろ
い
ろ
な
面
に
お
い
て

低
減
し
た
。
一
方
に
お
い
て
、
食
費
は
家
計
予
算
総
額
の
二
一
％

に
過
ぎ
な
く
な
り
、
こ
れ
は
、
以
前
の
三
〇
％
と
い
う
数
字
を
大

き
く
下
回
る
。
他
方
で
は
、
脂
肪
、
パ
ン
、
ワ
イ
ン
の
消
費
が
落

ち
込
ん
だ
。
二
五
年
間
で
、
パ
ン
の
消
費
量
は
五
〇
％
近
く
減
少

し
た
。
こ
れ
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
型
の
フ
ラ
ン
ス
バ
ン
で
一
日
平
均
の

消
費
量
が
○
・
五
本
（
二
ニ
グ
ラ
ム
）
以
下
、
週
平
均
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

グ
ラ
ム
の
バ
タ
ー
（
三
七
・
五
％
減
）
に
当
た
る
。
こ
の
こ
と
は
、

消
費
支
出
全
体
に
お
い
て
、
食
費
以
外
の
住
居
、
保
健
、
娯
楽
・

文
化
に
関
す
る
支
出
が
大
半
を
占
め
、
そ
れ
ら
の
伸
ぴ
率
も
平
均

を
上
回
る
予
測
と
も
呼
応
し
て
お
り
、
生
活
が
そ
の
質
的
な
面
に

お
い
て
転
換
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
示
し
て
い
る
。
従
う
て
、
生

活
様
式
の
排
除
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
た
場
合
、
排
除
の
様
態
も
、

消
費
支
出
の
構
成
要
素
と
と
も
に
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
想
定

・
で
き
る
。

（
1
）
　
＝
o
塞
一
望
o
示
；
一
＜
吐
暮
冨
5
君
…
冨
念
α
彗
ω
一
鶉
寝
苫

ユ
g
窮
（
毫
－
昌
㊤
－
＝
o
）
一
冨
さ
ー

（
2
）
　
対
労
働
人
口
比
は
、
一
九
六
八
年
に
一
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対

　
し
、
四
年
後
は
五
％
に
減
少
し
た
。
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（
3
）
　
－
。
2
．
ω
』
』
。
（
国
立
統
計
・
経
済
研
究
所
）
発
行
『
一
九
六

　
　
九
－
一
九
八
九
の
二
〇
年
間
の
食
費
』

　
　
　
ニ
　
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
阻
害
の
要
因
o

　
　
　
　
　
－
雇
用
か
ら
の
排
除
－

　
雇
用
は
、
個
人
及
び
そ
の
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
公
共
体
そ
の

他
の
集
団
・
集
合
体
を
、
国
内
外
の
諸
々
の
位
相
や
局
面
に
お
い

て
経
済
的
に
支
え
、
自
己
及
び
種
族
の
生
命
・
生
活
の
維
持
と
そ

の
再
生
産
を
可
能
に
し
て
い
く
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
個
人
が
、
自
立

し
た
主
体
と
し
て
、
社
会
へ
参
加
し
、
そ
こ
で
自
己
実
現
の
要
求

を
満
た
し
て
い
く
上
に
お
い
て
、
決
定
的
と
童
言
え
る
媒
介
作
用

を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
長
期
失
業
は
、
無
収

入
状
態
の
長
期
化
の
み
な
ら
ず
、
不
安
定
雇
用
・
低
賃
金
と
の
悪

循
環
を
繰
り
返
し
、
個
人
及
び
社
会
を
危
機
に
瀕
さ
せ
る
。
こ
こ

に
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
精
神
的
並
び
に
社
会
的
・
経
済
的
な
面
に

お
け
る
意
義
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
欧
州
に
お
け
る
失
業
率
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
に

か
け
て
一
〇
％
に
及
び
、
そ
の
内
四
七
％
の
求
職
者
が
一
年
を
超

え
る
失
業
、
つ
ま
り
長
期
失
業
状
態
で
あ
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
水
準

に
達
し
た
。
そ
れ
以
来
、
失
業
者
数
は
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の

の
、
長
期
失
業
者
層
は
、
む
し
ろ
そ
の
比
率
を
増
し
た
。

　
；
年
以
上
の
求
職
者
の
数
は
、
一
九
八
三
年
と
一
九
八
四
年
の

間
に
二
三
％
か
ら
三
五
％
に
増
え
た
。
一
九
八
八
年
に
は
、
長
期

失
業
は
、
共
同
体
労
働
人
口
の
五
％
（
七
〇
〇
万
人
）
に
達
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
南
部
及

び
ベ
ル
ギ
ー
の
一
部
の
地
方
に
お
い
て
特
に
深
刻
と
な
づ
て
い
る
。

　
南
部
の
共
同
体
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
若
年
層
が
よ
り
厳
し
く

長
期
失
業
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
共
同
体
北
部
の
先
進
国

で
は
、
そ
の
数
は
長
期
失
業
者
全
体
の
一
〇
な
い
し
二
〇
％
に
過

ぎ
ず
、
逆
に
比
較
的
高
齢
で
、
脱
工
業
化
社
会
に
お
け
る
新
た
な

職
種
に
つ
く
た
め
の
競
争
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
労
働
者
た
ち

が
失
業
を
被
っ
て
い
る
。

　
一
九
九
〇
年
に
入
り
、
し
ば
ら
く
二
五
〇
万
人
を
や
や
上
回
っ

て
い
た
失
業
者
数
は
、
年
末
に
き
て
上
昇
を
再
開
し
、
翌
一
九
九

一
年
五
月
に
は
、
求
職
者
数
は
二
六
八
万
八
千
九
百
人
に
達
し
た
。

一
九
九
〇
年
三
月
か
ら
一
九
九
一
年
三
月
に
か
け
て
の
上
昇
率
は

四
％
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
一
九
八
八
年
と
一
九
八
九
年
は
、

夫
々
、
一
％
、
二
％
減
少
し
て
い
た
。

　
同
時
期
の
求
人
数
と
比
べ
る
と
、
見
通
し
は
殆
ど
明
る
い
も
の
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で
は
な
か
う
た
。
求
人
数
は
、
一
九
八
九
三
九
〇
年
の
三
年
間
で

八
○
万
件
、
一
九
九
〇
年
に
つ
い
て
は
二
〇
万
件
で
あ
っ
た
。

　
求
職
と
求
人
と
の
こ
の
隔
た
り
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
二

つ
の
要
素
に
よ
り
こ
れ
を
説
明
で
き
る
。
一
つ
は
、
毎
年
、
約
一

五
万
人
の
若
年
層
が
新
規
に
労
働
市
場
に
到
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。

　
二
つ
目
の
要
素
は
、
女
子
の
労
働
市
場
参
入
で
あ
る
。
最
近
一

〇
年
間
に
、
欧
州
共
同
体
全
体
に
お
け
る
女
子
の
就
業
率
は
、
約

三
七
％
か
ら
約
四
四
％
に
推
移
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
近
年
高
ま
っ
て
い
る
。
女
子
で
、

不
景
気
中
は
職
を
求
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
者
が
、
景
気
回
復
と

共
に
求
職
に
意
欲
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
欧
州
共

同
体
委
員
会
の
雇
用
問
題
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
こ
の
動
き
は
ま

だ
続
き
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
加
盟
諸
国
の
女
子
就
業
率
は
、

比
較
の
対
象
と
な
る
国
々
よ
り
ま
だ
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

〈国民総生産1％の成長に対する雇用数（年平均）〉

　　　（《Expansion》1992年7月1日）

1960－1970

1970－1980

1980－1985

1985－1991

　17000

　25000

－53000

　44000

〈国際収支／失業者数及ぴ物価の上昇〉

（《Le　Monde》1991隼2月～12月）

国際収支
（百万FF）

失業者数上
昇率　（％）

物価上昇率
（％）

1月 一5800 O．4 O．4

2月 一3600 1．8 0．2

3月 一4700 O．6 O．1

4月 一2100 1．3 O．3

5月 一2000 2，0 O．3

6月 一3800 1．2 O．2

7月 一4300 1．6 O．4

8月 一3800 一〇、6 0．2

9月 一3300 1．0 0．2

1O月 6600 o．9 O．4

11月 553 1．1 O．3

　
次
に
経
済
成
長
は
雇
用
状
況
に
好
ま
し
い
影
響
を

与
え
得
る
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
見
て
い
く
と
、
六

〇
年
代
は
、
生
産
は
雇
用
の
五
倍
の
速
度
で
上
昇
し

た
。
し
ホ
し
な
が
ら
、
今
日
こ
の
開
き
は
そ
の
ま
ま

で
あ
り
、
雇
用
数
は
低
下
し
て
い
る
。

　
一
九
九
一
年
度
に
入
り
特
に
六
月
の
失
業
上
昇
率

は
、
そ
れ
ま
で
の
最
高
の
二
％
を
記
録
し
、
水
準
も

過
去
に
例
を
見
な
い
二
二
六
万
八
千
八
九
〇
人
に
達

し
た
。
一
〇
月
に
国
際
収
支
は
好
転
し
、
物
価
上
昇

率
も
撞
這
で
あ
る
が
、
失
業
者
数
も
八
月
を
除
き
、

確
実
に
上
昇
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
世
代
か
ら
失
業
を
捉
え
た
場
合
、
西
欧
諸
国
に
お
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け
る
若
年
者
の
失
業
は
最
近
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
第
二

次
大
戦
以
来
、
西
欧
諸
国
に
突
き
付
け
ら
れ
た
「
最
も
深
刻
な
挑

戦
」
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
通
念
と
は
逆
に
、
：
ハ
｛
二
五

歳
の
若
年
層
の
失
業
率
の
増
大
は
、
主
に
、
一
九
七
四
年
以
来
の

経
済
危
機
に
起
因
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
O
E
C
D

諸
国
に
つ
い
て
集
積
さ
れ
た
統
計
を
総
合
す
る
と
、
一
九
六
〇
年

・
か
ら
の
状
況
の
悪
化
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
は

景
気
後
退
に
よ
り
拍
車
が
か
か
ウ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
五
壬
一

九
八
O
年
は
、
毎
年
六
五
万
人
の
若
年
層
が
労
働
市
場
に
当
初
の

予
測
通
り
参
入
し
た
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
定
年
退
職
及
び

死
亡
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
一
九
八
二
年
ま
で
毎
年
二
〇
万
の

職
を
創
出
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
以
降

は
、
専
門
家
に
よ
る
と
、
状
況
の
悪
化
は
鈍
化
す
る
こ
と
が
確
実

と
さ
れ
て
い
た
。
然
る
に
、
実
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
新
た
に
設
け

ら
れ
た
職
は
、
一
九
七
三
年
二
六
万
、
一
九
七
四
年
二
一
万
一
千
、

一
九
七
五
年
二
八
万
三
千
、
一
九
七
六
年
三
万
六
千
、
一
九
七
七

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

年
一
月
七
千
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
誰
も
が
失
業
を
話
題
に

す
る
。
特
に
一
九
七
四
年
の
危
機
以
来
、
こ
の
話
題
に
集
中
し
て

い
る
。
失
業
は
、
数
量
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
及
び
統
計
に
基
づ
い

た
一
つ
の
抽
象
的
な
現
実
又
は
脅
威
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
下
お
け
る
人
問
と
し
て
の
個
別
の
具
体
的
な
様
態

は
往
々
に
し
て
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
失
業
者
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ベ
ル
ナ

　
　
　
　
（
3
）

ー
ル
・
ブ
リ
ゼ
は
、
失
業
者
の
数
と
同
じ
だ
け
そ
の
種
類
が
あ
る
。

そ
し
て
失
業
の
ど
の
体
験
も
個
人
的
に
な
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い

る
。
彼
の
調
査
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
初
の
も
の
で
あ
り
、

「
失
業
者
の
国
へ
の
旅
行
」
で
あ
る
。
失
業
者
の
全
て
が
求
職
者

で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
世
界
に
お
い
て
彼
ら
は
の
た
う
ち
苦

し
み
、
疑
念
と
不
安
と
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ゼ
に
拠
れ
ば
、

失
業
者
の
生
活
状
態
に
は
三
つ
の
要
素
が
関
わ
っ
て
く
る
。
精
神

状
態
、
経
済
状
態
及
び
親
子
関
係
で
あ
る
。
子
に
と
っ
て
は
、

諸
々
の
こ
と
が
、
親
と
の
関
係
を
中
心
に
回
転
し
て
い
る
。
大
抵

の
場
合
、
親
は
、
子
に
と
っ
て
物
質
的
援
助
と
精
神
的
支
援
の
供

給
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
就
職
に
苦
労
し
て
い
る
息
子
、

娘
に
対
し
て
親
は
時
と
し
て
冷
酷
、
無
理
解
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
子
ど
も
を
責
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
精
神
状
態
を

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
親
に
経
済
的
に
依
存
す
る
の
は
、

若
年
層
に
と
づ
て
も
決
し
て
快
い
こ
と
で
は
な
い
。
彼
ら
の
多
く

が
親
と
距
離
を
保
ち
、
外
へ
移
り
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

失
業
が
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
プ
リ
ゼ
は
、
自
ら
が
実
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施
し
た
失
業
者
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
失
業
中
の
若
年
層
は
、

往
々
に
し
て
「
暇
が
あ
り
な
が
ら
読
書
も
で
き
な
い
」
状
態
に
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
は
、
初
の
就
職
口
を
探
し
て
い
る
者
を

除
い
て
、
著
年
層
も
、
全
て
の
失
業
者
と
同
様
に
、
強
制
さ
れ
た

不
就
労
状
態
に
は
絶
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も

の
で
あ
る
。
確
か
に
、
初
め
は
侠
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
告
白
す

る
者
も
い
る
。
朝
寝
が
で
き
た
り
…
…
し
か
し
、
長
い
間
に
は
、

重
く
の
し
掛
か
っ
て
き
、
落
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
家
の

中
に
居
る
こ
と
は
、
四
方
を
壁
で
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
る
の
に
酷

似
し
て
く
る
。
人
は
、
若
者
た
ち
が
、
気
晴
ら
し
を
図
っ
た
り
、

教
養
を
身
に
付
け
た
り
す
る
の
に
失
業
期
間
を
大
人
よ
り
も
上
手

に
使
っ
て
い
る
、
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
実
際
は
、
例
え
ば
、

読
書
も
で
き
な
い
、
と
も
ら
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
彼
ら
は
失

業
を
「
活
用
」
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
失
業
は
若
年
層
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
様
態
は
非
常
に
個
人
的
・
心
理
的
な
側
面
が
あ
る
。

　
こ
の
一
方
に
お
い
て
、
失
業
者
の
層
が
多
様
化
の
方
向
を
辿
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
エ
ル
ヴ
ー
ユ
イ
グ
・
デ
ポ
ワ
ン
ト
が
指

摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
先
ず
長
期
失
業
者
に
つ
い
て
は
、
彼
は
雇

用
問
題
に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
失
業
者
に
類
型
を
与
え
、
そ
の

中
で
長
期
失
業
者
を
失
業
者
の
第
三
の
型
と
し
、
標
本
の
失
業
者

の
ニ
ハ
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
彼
ら
の
中
で
、

一
〇
人
中
九
人
が
、
調
査
期
間
中
、
補
償
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

ま
た
職
も
見
つ
け
ら
れ
ず
に
、
失
業
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
彼
ら
は
、
学
業
修
了
証
書
を
殆
ど
あ
る
い
は
全
く
も
っ
て
お

ら
ず
、
失
業
期
問
も
非
常
に
長
い
こ
と
が
あ
る
。
無
収
入
の
状
態

が
長
期
に
亘
る
た
め
、
非
常
に
低
い
賃
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
は
標
本
全
体
の
二
倍
の
頻
度
を
示
し
て
い
る
。
長

期
失
業
、
無
収
入
、
低
賃
金
の
問
の
悪
循
環
の
実
態
が
読
み
取
れ

よ
う
。

　
次
に
、
デ
ポ
ワ
ン
ト
は
、
高
学
歴
失
業
者
と
い
う
新
た
な
失
業

層
の
出
現
を
も
っ
て
、
失
業
者
の
最
後
の
型
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
標
本
の
九
％
で
あ
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
独
特
な
再
ア
ン

セ
ル
シ
オ
ン
の
経
路
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
時
間
の

経
過
と
共
に
、
次
第
に
失
業
が
減
り
、
職
業
訓
練
が
増
え
て
い
き
、

こ
れ
に
、
雇
用
が
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
失
業
者
は
、

主
に
若
年
層
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
男
子
の
三
分
二
、
女
子
の
四

分
の
三
は
、
二
五
歳
未
満
で
あ
る
。
彼
ら
の
四
分
の
三
は
、
独
身

で
あ
り
、
四
五
％
は
、
親
と
同
居
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
均
よ
り

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
　
明
ら
か
に
高
い
学
歴
を
も
ウ
て
い
る
。
三
二
％
が
、
C
A
P
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（
6
）
　
　
　
（
7
）

を
も
ち
、
五
二
％
が
、
B
E
P
C
と
B
a
c
の
間
の
段
階
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
彼
ら
の
失
業
は
、
他
の
層
と
比
べ
て
最
近
の
こ
と
で

あ
る
。
失
業
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
が
従
来
、
こ
れ
以
外
の
層
の

中
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
新
た
な
失
業
層
の
出
現
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
高
学
歴
失
業
者
は
、
再
就
職
す
る
の
に
は
最
も
流
動

的
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
地
理
的
移
動
性
は
高
く
、
職
の
た
め
に
転

居
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
の
は
三
分
一
に
過
ぎ
な
い
。

　
地
理
的
な
移
動
性
に
、
職
業
的
移
動
性
が
伴
っ
て
く
る
。
五
分

の
四
の
者
が
、
調
査
の
前
月
の
間
に
、
再
就
職
の
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
流
動
性
は
雇
用
の
実
現
と
の
間
に

大
き
な
距
離
が
あ
り
、
そ
し
て
殊
に
こ
れ
ら
の
若
年
者
が
職
業
経

験
な
し
で
労
働
市
場
へ
入
っ
て
い
く
場
合
、
彼
ら
の
職
業
に
関
す

る
展
望
が
漠
然
と
し
て
い
る
た
め
、
雇
用
が
実
現
し
に
く
い
。
こ

の
点
に
お
い
て
は
、
彼
ら
は
、
補
償
な
し
の
失
業
状
態
に
滞
っ
て

い
る
層
と
近
似
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
窩
）

　
こ
の
よ
う
な
現
象
の
構
造
的
要
因
と
し
て
、
ド
、
ミ
ニ
ク
．
グ
ー

は
、
戦
後
三
〇
年
で
、
経
済
状
況
が
一
転
し
、
成
長
の
鈍
化
と
労

働
市
場
の
悪
化
に
伴
い
、
労
働
人
口
が
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
、
ま
た
職
業
生
活
へ
の
参
稼
に
よ
り
、
最
初
の

移
動
が
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
現

象
は
、
六
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
増
大
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
失
業
は
、
一
九
七
五
年
に
は
、
新
た
に
労
働
市

場
に
参
入
し
た
労
働
人
口
の
三
分
の
一
に
達
し
た
が
、
現
在
は
、

三
〇
年
間
の
職
歴
を
も
つ
者
の
四
分
の
一
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
自
分
の
職
能
に
対
応
し
た
職
を
見
つ
け
る
の
に
、
よ
り
長
期

に
、
よ
り
広
範
な
空
間
に
お
い
て
、
探
す
こ
と
が
必
要
と
な
ウ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
生
活
の
最
初
の
何
年
か
は
、
よ
り
頻
繁

に
、
よ
り
遠
く
へ
転
居
す
る
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
職
業
生
活
の

最
初
の
五
年
間
に
居
住
県
を
移
動
す
る
者
の
比
率
は
、
二
〇
年
で

四
〇
％
近
く
増
加
し
た
。

　
（
1
）
　
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
除
い
た
一
九
八
八
年
の
E
C
失
業

　
　
者
の
五
三
％

　
（
2
）
　
欧
州
共
同
体
の
雇
用
・
産
業
関
係
及
び
厚
生
事
務
総
局
の
調
査

　
　
結
果
に
拠
る
。

　
（
3
）
零
『
毒
a
困
雪
睾
‘
曾
．
弩
－
S
信
、
…
o
9
昌
彗
二
τ

　
　
－
－
く
勾
向
ρ
①
、
O
O
匡
卸
－
岨
↓
P
o
o
1
蜆
蜆
－
匡
o
o
I

　
（
4
）
ま
…
蜆
±
ξ
o
q
；
鶉
一
U
①
ω
君
ヲ
冨
9
忌
妄
o
雰
o
o
…
↓
章

　
　
目
く
胃
…
①
昌
亘
〇
一
向
O
0
2
竃
冒
向
↓
ω
↓
＞
ヨ
ω
↓
5
⊂
向
二
〇
㊤
ポ

　
　
o
1
實
．

　
（
5
）
　
後
期
中
等
教
育
に
お
け
る
二
年
制
の
短
期
職
業
課
程
終
了
後
取

　
　
得
準
備
で
き
る
職
業
適
性
国
家
資
格
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（
6
）
　
前
期
中
等
教
育
免
状

（
7
）
　
大
学
入
学
資
格

（
8
）
　
U
o
目
－
目
旦
一
』
o
0
9
妄
一
〇
〇
一
も
o
o
才
9
目
望
』
『

　
向
O
O
Z
〇
一
≦
－
向
向
一
「
ω
↓
＞
↓
－
ω
↓
－
O
O
貝
5
竃
．
o
．
↓
蜆
．

三
　
社
会
的
公
正
と
連
帯

一
｝
o
o
q
蒜
『
p

　
右
に
見
た
高
学
歴
失
業
者
の
場
合
は
、
年
齢
と
学
歴
の
差
を
利

し
て
、
よ
り
容
易
に
職
業
訓
練
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に

よ
り
、
最
終
的
に
は
雇
用
へ
の
道
が
開
か
れ
る
。
こ
の
点
で
、
教

育
が
、
雇
用
と
の
距
離
を
埋
め
る
た
め
の
特
権
的
な
道
具
と
し
て

現
わ
れ
る
。
ま
た
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
学
校
教
育
を
媒
介
と
し

て
経
済
的
・
社
会
的
不
平
等
が
連
鎖
し
、
そ
れ
ら
が
世
代
間
で
再

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
実
証
さ
れ
て
き

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
時
す
る
も
の
と
し
て
の
、
且
つ
こ

れ
を
是
正
し
て
い
く
た
め
の
理
念
が
社
会
的
公
正
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
経
済
的
・
社
会
的
不
平
等
を
検
証
す
る
た
め
の
富

裕
層
と
貧
困
層
の
比
較
は
、
通
常
、
所
得
、
資
産
、
何
ら
か
の
社

会
指
標
等
、
量
的
な
基
準
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、

所
得
又
は
資
産
に
よ
る
比
較
は
、
富
裕
層
と
貧
困
層
と
の
格
差
を

計
測
す
る
上
で
も
、
ま
た
時
問
及
ぴ
空
間
に
お
い
て
、
そ
れ
が
非

常
に
大
き
な
普
遍
性
が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
う
え
で
も
有
効
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
七
六
年
、
当
時
の
政
府
か
ら
強
い
反
論
を
受
け
な
が
ら
も
、

七
〇
年
代
初
頭
の
0
E
C
D
主
要
国
に
関
す
る
、
税
引
き
前
と
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
所
得
の
分
配
を
比
較
す
る
た
め
の
興
味
深
い
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。
殆
ど
の
国
に
お
い

て
租
税
は
、
・
再
分
配
に
関
し
て
、
微
小
な
機
能
し
か
果
た
し
て
い

な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
平
等
は
、
最
貧
困
層
と
最
富
裕
層

と
の
間
の
所
得
の
開
き
は
一
対
二
二
弱
で
あ
り
、
最
も
大
き
な
国

の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
は
八
O
年
代
も
同
様
で
あ
る
。
資
産
に
つ

い
て
は
、
所
得
の
開
き
を
基
に
椿
差
は
更
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
最
貧
困
層
二
〇
％
が
、
総
資
産
の
六
・
七
％
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
最
富
裕
層
二
〇
％
が
、
総
資
産
の
四
九
％
を
、

夫
々
一
〇
％
が
三
五
％
を
、
一
％
が
一
〇
・
三
％
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
・
経
済
的
不
平
等
と
公
教
育
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
（
2
）

ラ
イ
リ
．
イ
ダ
ロ
は
、
公
教
育
に
お
い
て
「
歴
然
と
し
て
い
る
の

は
、
学
校
に
対
し
て
全
て
の
児
童
の
問
に
機
会
の
平
等
が
な
い
こ

と
、
そ
し
て
こ
れ
が
単
な
る
適
性
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

地
理
的
な
配
置
よ
り
も
、
家
庭
の
文
化
的
財
産
が
重
要
な
役
割
を

425



一橋論叢第112巻 第2号　平成6年（1994年）8月号　（206）

〈所得階層（1OO分位）毎の世帯につ

いてのフランスにおける資産の分布〉

所得階層

1分位川20分位

21分位～30分位

31分位～40分位

41分位～50分位

51分位～60分位

61分位～70分位

71分位～80分位

81分位～90分位

91分位～95分位

96分位～98分位

　　99分位
　　100分位

合　　　計

資産（％）

6．7

5．8

6．4

6．5

7．0

8，6

10，1

13，9

10．3

9．6

4，8

10．3

1OO．O

果
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
・
か
で
あ
る
。
保
育
園
入
園
と
同
時
に
、

一
定
の
児
童
た
ち
は
既
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ツ
プ
を
背
負
っ
て
い
る
。

学
校
は
、
こ
れ
ら
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ヅ
プ
を
縮
小
す
る
ど
こ
ろ
か
、

新
た
に
創
り
出
し
て
い
る
。
経
済
的
不
平
等
が
よ
り
克
服
さ
れ
れ

ぱ
、
社
会
・
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
格
差
は
学
校
教
育
の
貢
献
に

よ
り
更
に
縮
小
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
出
自
に
お
け
る
文
化

的
不
平
等
が
教
育
に
お
け
る
事
実
上
の
不
平
等
を
創
り
出
し
、
媒

介
と
し
て
の
学
校
教
育
が
文
化
的
不
平
等
の
再
生
産
を
強
化
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
に
お
い
て
、
経
済
的
不
平
等
の
克
服

が
学
校
教
育
を
通
し
て
社
会
的
不
平
等
を
縮
小
し
う
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
学
校
教
育
に
関
し
て
財
源
の

問
題
を
無
視
し
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
実
、
文
教
費
を
捻

出
す
る
た
め
に
、
一
九
八
六
年
、
シ
ラ
ク
内
閣
は
遠
慮
が
ち
に
、

支
援
を
家
庭
（
入
学
金
）
と
企
業
（
大
学
の
自
立
）
に
訴
え
る
た

　
　
（
9
）

め
の
計
画
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
形

の
「
金
に
よ
る
選
別
」
に
反
対
す
る
学
生
た
ち
の
抗
議
の
前
に
撤

廃
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
公
正
の

実
現
と
い
う
基
本
的
な
課
題
と
の
相
克
の
中
で
、
高
等
教
育
を
現

代
社
会
へ
適
応
さ
せ
る
問
題
は
諸
外
国
と
同
様
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
不
平
等
是
正
つ
ま
り

社
会
的
公
正
の
促
進
の
た
め
の
努
力
は
、
多
様
な
形
で
な
さ
れ
て

い
る
が
、
特
に
国
政
に
お
け
る
こ
こ
数
年
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ

て
み
た
い
。
先
ず
、
一
九
八
九
年
九
月
、
閣
議
は
、
各
家
庭
に
お

け
る
過
度
の
債
務
に
対
し
て
の
福
祉
的
な
措
置
に
関
す
る
法
案
を

　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

承
認
し
た
。
一
〇
月
に
は
、
マ
テ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ホ
テ
ル
で
の
会
議

後
、
社
会
党
は
、
予
算
案
に
関
す
る
政
府
の
譲
歩
を
と
り
つ
け
た
。

社
会
党
の
多
く
の
議
員
た
ち
は
、
税
制
に
よ
る
再
分
配
の
促
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

何
週
間
に
も
亙
っ
て
主
張
し
て
い
た
。
九
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

三
月
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（
～
彗
o
o
庁
ζ
葦
①
冒
彗
o
）
は
、
エ
リ
ゼ
宮
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（
8
）

に
、
C
N
P
E
会
長
ペ
リ
ゴ
（
思
『
厨
9
）
氏
を
招
き
、
低
・
中

賃
金
に
関
す
る
労
使
問
の
折
衝
を
開
く
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
同

月
、
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
富
の
再
分
配
の
促
進
」
に

対
す
る
願
望
を
表
明
し
た
。
彼
は
更
に
、
共
産
主
義
が
崩
壊
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
後
、
自
由
主
義
も
息
を
切
ら
し
て
い
る
、
と
い

　
　
　
　
　
　
（
9
）

う
評
価
を
下
し
た
。
五
月
に
は
オ
ク
セ
ー
ル
（
＞
妄
①
胃
①
）
で
、

不
平
等
是
正
に
関
す
る
演
説
を
行
な
い
、
賃
上
げ
が
、
契
約
に
よ

る
方
法
で
実
現
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
国
が
介
入
す
る
こ
と
を
明

　
　
（
1
0
）

言
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
社
会
的
不
平
等
は
多

様
な
側
面
を
擁
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
是
正
並
び
に
社
会
的

公
正
の
促
進
も
ま
た
多
様
且
つ
抜
本
的
な
方
法
で
な
さ
れ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
努
力
の
中
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

い
て
社
会
的
公
正
あ
る
い
は
「
社
会
正
義
と
目
標
を
一
体
化
」
す

る
「
連
帯
」
に
つ
い
て
、
「
利
害
又
は
境
遇
を
共
通
と
す
る
労
働

者
た
ち
の
間
に
、
そ
の
職
場
を
基
盤
と
し
て
自
然
発
生
的
に
出
現

し
た
相
互
扶
助
活
動
あ
る
い
は
互
助
組
合
は
、
労
働
者
た
ち
の
連

　
　
　
（
1
2
）

帯
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
、
連
帯
は
社
会
正
義
と

の
ロ
ジ
ッ
ク
の
中
で
、
「
国
民
化
の
方
向
を
辿
り
つ
つ
あ
る
社
会

保
障
」
の
「
費
用
の
負
担
を
一
人
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
所
得
に

う
ま
く
比
例
」
さ
せ
、
「
同
額
の
所
得
に
同
額
の
拠
出
を
と
い
う

原
理
を
基
礎
に
し
て
、
社
会
的
結
び
付
き
を
支
援
」
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
）

「
国
民
的
合
意
形
成
の
核
」
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
様
に
、
「
地
域
の
連
帯
に
始
ま
り
、
世
代
間
の
連
帯
、
家
族

の
連
帯
と
、
国
民
的
連
帯
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
福
祉
事
業
の
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

概
念
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
目
指
さ
れ
」
て
き
た
連
帯
、

あ
る
い
は
「
当
初
の
経
済
的
職
業
的
連
帯
か
ら
、
今
日
で
は
国
民

的
連
帯
と
地
域
的
連
帯
が
強
調
」
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
「
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）

ラ
ン
ス
の
底
流
に
あ
る
社
会
連
帯
」
の
表
出
と
し
て
、
こ
の
理
念

を
更
に
強
化
し
て
い
く
中
で
、
R
M
I
創
設
に
よ
る
新
た
な
る
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

帯
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
目
論
ま
れ
た
。
ま
た
社
会
的
最
低
保

障
と
し
て
の
R
M
I
は
、
連
帯
の
一
実
体
概
念
で
あ
る
連
帯
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

－
窃
8
昌
貝
鶉
旦
＝
o
g
ユ
ヨ
o
｛
目
9
－
z
ω
向
貝
；
o
o
o
．

－
巴
＝
＞
く
O
＞
－
O
↓
L
目
ω
①
『
＝
o
目
旦
①
ω
盲
E
コ
o
閉
一
－
o
o
o
g
P
蜆
一
－

ド
ゥ
ヴ
ァ
ケ
計
画
（
肩
g
g
U
2
3
目
g
）

「
O
ζ
O
自
O
P
①
器
冥
O
ヨ
一
〕
『
P
冨
O
O
O
．

ζ
g
釘
目
o
目

－
o
竃
o
目
旦
p
ミ
o
g
o
σ
篶
二
〇
〇
〇
㊤
．

雪
苫
需

経
営
者
連
合
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（
9
）
－
o
ζ
o
巨
P
曽
ヨ
彗
吻
L
竃
P

（
1
0
）
　
■
①
；
o
目
急
L
o
昌
鼻
冨
8
．

（
1
1
）
　
上
村
政
彦
『
社
会
保
障
に
お
け
る
「
連
帯
」
』
（
週
刊
社
会
保
障

声
㊤
）
。
上
村
が
用
い
て
い
る
社
会
主
義
と
筆
者
の
社
会
的
公
正
と

　
は
原
語
（
旨
竺
8
ω
o
o
Σ
o
）
を
一
に
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
1
2
）
　
松
村
祥
子
『
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
事
業
』
（
社
会
事
業
史
研

　
究
、
冨
8
．
昌
）

（
1
3
）
　
林
信
明
『
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
福
祉
』
相
川
書
房

（
1
4
）
　
≦
9
色
カ
o
S
＆
は
、
一
九
八
九
年
一
月
九
日
か
ら
、
霊
ま
一

　
ω
o
｝
昌
冨
で
開
か
れ
て
い
る
新
た
な
連
帯
に
関
す
る
国
際
会
議
を

　
閉
会
す
る
に
あ
た
り
、
一
二
月
一
五
日
以
来
施
行
さ
れ
て
い
る

　
カ
ζ
－
に
よ
る
「
革
命
」
を
賛
え
た
。
（
一
九
八
九
年
一
月
一
一
日

　
『
－
o
…
o
ヨ
o
①
』
）

（
1
5
）
　
修
士
論
文
第
四
章
第
3
節
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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